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No.3 広瀬川創生プラン～悠久の流れ～ 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：広瀬川創生プラン～悠久の流れ～、平成１７年３月 

②対象流域または対象行政区界：仙台市 広瀬川流域 

③策定の枠組み：策定主体 仙台市建設局百年の杜推進部百年の杜企画課 
検討主体 広瀬川創生プラン策定推進委員会（名簿参照） 

検討期間 平成１３年１２月～平成１７年３月 

広瀬川創生プラン策定推進協議会委員構成： 

東北工業大学教授 

東北大学大学院助手 
広瀬市民会議会長 
広瀬川の文化史会会長 
ニッカウヰスキー副工場長 
仙台土木事務所技術副所長 
ＮＰＯ法人水環境ネット東北専務理事 
名取川水系水質調査ネットワーク代表 
東北電力宮城支店企画管理部門 
国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所副所長 
 

策定の背

景、目的 

①背景 

『広瀬川は、山形県境付近の上流より名取川との合流点を経て仙台湾に至るま

で、全流路・流域が仙台市の行政区域内に完結する一級河川です。百万都市を貫流

しながら、市街地の中で目にすることができる瀬や淵、自然崖等は、多様で豊かな

植物や動物の生息を可能とし、大きく蛇行する形状ともあいまって、変化にとむ景

観が展望できる、他の大都市には見られない特徴を持っています。杜の都・仙台の

シンボルとして、古くは伊達政宗が仙台開府の夢を「河水千年」と詠んでから現在

にいたるまで、長く市民に親しまれ、市民の誇りとされてきました。 

しかしながら、１９７０年代には生活排水の流入等によって広瀬川の水質は大き

く悪化しました。この事態に対して本市では、全国に先駆けて河川環境を守るため、

昭和４９年に「広瀬川の清流を守る条例」を制定し、市民との協働により水質浄化

や景観・自然環境の保全に取り組んできました。その結果、広瀬川は「２１世紀に

残したい日本の自然１００選」や「名水１００選」「日本の音風景百選」に選ばれ

るなど高い評価を受けるに至り、今日では全国的に名を知られる、市民共有の貴重

な財産となっております。 

昨年、本市では「広瀬川の清流をまもる条例」制定３０周年という節目を迎えま

した。しかし、平成１４年に本市が実施した「広瀬側に関する市民アンケート調査」

によれば、市民の広瀬川への関心や親しむ機会といったものは、大都市への急速な

成長の影で市民のライフスタイルの変化などもあり、以前ほどではなくなってきて

いることがうかがえます。 

広瀬川創生プランの策定にあたっては、これまでの広瀬川の自然環境や景観の保

全・改善運動にとどまることなく、広瀬川に関わる、くらし・学習・観光・レジャ

ー等の多様な視点から、改めて広瀬川と私たち市民との新しい関わり方を模索する

ことから着手しました。杜の都・仙台のシンボルである広瀬川の新たな魅力の発見

と創出を図りながら次世代へと引き継ぐ責任を果たしていくことは、今日生きる私

たちの責務ともいえます。 
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 このプランを市民・行政共通の実効的な行動計画として推進することにより、広

瀬川をテーマとした市民と行政の協働による総合的なまちづくりをすすめてまい

りたいと考えております。』 

 

②計画の基本理念・目標 

『杜の都・仙台のシンボルであり、市民の誇りである広瀬川を、後世に引き継い

でいくべき市民共有の財産として再認識し、市民の主体的な参画を得ながら将来に

わたって保全していくとともに、安全安心の豊かな川作りを行い、広瀬川の新たな

魅力の創出を図ることを目的としました。 

このプランでは、以下の三つの理念を広瀬川創生に向けた基本理念に位置づけま

す。 

Ⅰ 悠久の流れ広瀬側の自然環境の保全 

Ⅱ 広瀬川と共生する暮らしの発見と創出 

Ⅲ 市民による連携と市民と行政の協働  』 

 

③計画期間 

平成２６年度までの１０年間とする。 

個々の計画の計画期間は、１０年（長期）、５年（中期）、１年（短期）とする。

 

課題 1)システム面での課題 

・新しいシステムづくり 

市民の意見を管理に反映させるシステム、管理の計画段階から市民が参加で

きるシステム作りを行う必要がある。 

・条例のＰＲ不足 

「広瀬川の清流を守る条例」の広瀬川をよりよくするための基本的考え方と

方策について市民共通の理解と認識をもつ必要がある。 

 

2)親水の面での課題 

・遊歩道などの設置 

地形的に可能な区間での遊歩道の設置、環境に配慮したトイレの設置する。

・川の案内版の設置 

歴史・記録についての興味と関心をよびさますための案内版を設置する。

 

3)治水・利水の面における課題 

・治水機能の確保 

生態系への影響を極力少なくしながら、環境に配慮した治水機能を確保する

対策を行う。 

・護岸工事の実施 

災害防止を最重要目的としつつ、さまざまな視野をいれた計画・実施をして

いく。 

 

4)川に対する認識の面での課題 

・川への関心の不足 

川に対する認識が変化したことが、川の汚染等につながっていると思われ

る。 
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対策の 

方針 

対策の基本方針 

市民・ＮＰＯ・企業・行政の協働による広瀬川を通じた総合的なまちづくりに向

けた各主体共通の行動計画であり、三つの基本理念に基づき、以下の六つの基本目

標を掲げている。 

  ⅰ 協働の仕組みづくり 

  ⅱ 親水性の向上 

  ⅲ 治水・利水の安定 

  ⅳ 河川環境の保全と向上 

ⅴ 河川への関心の高揚 

ⅵ 森林の保全 

 

そして、目標を達成するための施策の方向をしめし、それらの方向に従った具体

的な事業を提示している。 
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具体的対

策の概要

と評価 

①具体的対策の概要 
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 ②実施スケジュール 

施策期間は短期計画（１年）、中期計画（３年）、長期計画（５年）に分類する。

 

③関係主体の連携（推進体制） 

推進体制：広瀬川創生プラン推進協議会 

参加主体：学識経験者・河川管理者・市民活動団体・企業関係者 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

④対策効果の評価 

対策効果の評価については、Ｐｌａｎ

－Ｄｏ－Ｃｈｅｃｋ－Ａｃｔｉｏｎの

マネジメントシステムにより、年度ごと

に推進状況の把握と評価に基づいて見

直す進行管理を行うとしている。それぞ

れの事業を中心的に実行する主体は、事

業の成果と達成状況について５段階の

自己評価を行い、事業の評価は、その年

度に行われている事業を対象として、年

度末にあたる１２月から翌年の３月に

かけて行う。また、評価結果はホームペ

ージを通じて市民に公開する。 

策定時の

住民の関

わり 

①住民アンケート 

「悠久の流れ・広瀬川創生プラン策定基礎調査」において「広瀬川に関するアン

ケート調査」を実施している。結果は以下のようになった。 

・広瀬川に関する市民活動団体の主な活動内容は、「環境教育・啓発」が多い。

・市民活動団体は「利活用の方策」「水質」「ごみ」「生態系」を問題視している

団体が多い。 

・仙台市民の意識に関しては、「遊びながら楽しくやれる活動」「学べる・役に立

つ」ものを望む傾向がみられた。 

 

②その他 

 計画策定の経過として、素案策定時点における 15 の市民団体からなる実行委員

会の設立やネットワーク市民組織としての「広瀬川市民会議」の設立など、策定当

初から住民が積極的に関わっている。 
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